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令和７年１１月１日学校法人志賀学園
松の実こども園

園庭には色づいた落ち葉が舞い、子どもたちは興味津々で集めています。松の実ファームや畑のさつまいもも大きく育ちましたので、各学年で収穫し調理して食べる予定です。
さて先日、令和７年度東北地区私立幼稚園教員研修・岩手大会に行って参りました。私が参加した『愛されて育つ子ども』～子ども達が共に育ち合うための保育環境を考える～の分科会では、NHK「すくすく子育て」にもご出演で、東京大学大学院教育学研究科教授の遠藤利彦先生が指導助言者でした。遠藤先生は、子どもたちがやりたいことをさせ、たくさん挑戦させてあげてください、と言っていました。やってみよう、凄く楽しい、思い通りになった達成感＝質の高い喜びをした経験が、へこたれずにやり続ける力になるそうです。考えたり試行錯誤することで『地頭』が育ち、今後の人生において何にでも生かされる力になります。また、痛い時や辛い時に、大人が共感して「痛いね～」「辛かったんだね」と、立て直してあげると非認知能力（感情や社会性に関わる心の力）も育ちます。仲間との遊びの中で、いざこざや揉め事、争い事などでぶつかり合いながら、駆け引き・交渉などやり取りしながら、他者と共同して主体的・対話的に深い学びをすると賢くなるそうです。そして、自分自身が社会で生き易く心地良く生活していく為には、約束やルールを守ることが大切だということを学んでいきます。子どもは、家族・祖父母・親戚・先生・地域で育てていくものです。遠藤先生のお話しからも、こども園での集団生活や環境、先生方の役割は大きいと実感いたしました。引き続きご家庭と連携してお子様を健やに育んで参りたいと思います。
　１１月４・５日は作品展です。今年度は、それこそ子どもたち主体（自分で考え創意工夫した）の作品を展示します。一例ですが、さくら組では皆で話し合い、八百屋さん作りをテーマに、実物や図鑑をよく観察し話し合いながら、工夫したり試行錯誤しながら、素敵な野菜を作り上げていました。お店だけでなく、収穫活動の経験を生かして、急遽畑も再現され直売している様子も面白いです。すみれ組では、紙皿に顔を描き、１本１本毛糸を通して髪の毛にし、先生と１対１で自分の好きな髪形にはさみでカットしたり、三つ編みをしてリボンで結んだり洋服も様々な材料を利用して飾り付け、個性豊かな自分自身を表現しています。ばら組は大好きなラーメンを、カップに一人ひとり麺や具や汁の材料を選び自分で切ったり貼ったり載せたりして、世界で一つだけのラーメンを作りました。もも・たんぽぽ・ちゅうりっぷ組さんはお散歩で見つけた草花を摘んだり、紙を丸めて袋に詰めたり、絵の具を使って遊んだものを、先生方が引き立つようにアレンジし、それはそれは可愛らしい作品に仕上がっています。
一つひとつの作品をよく眺めると、一人ひとりが思い思いに、好きな色・形・場所などを考え楽しみながら作り上げていることがよく分かります。詳細は、職員玄関に案内図と、作品のそばに制作過程の説明文を掲示しておりますので、ご覧頂きながらお楽しみください。
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